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豊田有恒教授 略歴・主要論文目録
『朝鮮文朝鮮語講義録Jの発音法に関する二つの記事の内容分析    呉  大換
一学習書の分類基準を定めるために一
伝統文化の生き残り方について一文楽の場合一           大橋 敏博
増田祐司教授 略歴・主要論文目録
増田祐司『技術先端産業』から『北束アジアの新時代』までを読む  井上 定彦
一時代のパラダイムをとらえる思考一
「竹島J関連言説の検討                     福原 裕二
―問題を問題として捉える側の省察という方法論の示唆―
吉塚徹教授 略歴 主要論文目録
ローカル・ガバナンスの新たな展開をめざして       井上 定彦・松村 憲樹
―島根県におけるいくつかの試み―          道前 緑・原 誠一
島根県における大合併後の       平松 弘光 草刈 健司・高良 里江子
基礎白治体が負った行財政上の課題        中川 哉・小寺 真由美
中山間地域におけるモビリテイ確保のための新たな交通システム    松田 善臣
テキストマイエングによる            飯塚 雄―・ケイン エレナ
短期海外研修の自由記述の分析         小玉 容子・松本 亥智江
松田宏一郎著『江戸の知識から明治の政治へ』           井上 厚史
(ぺりかん社、2008)
島根県立大単 総合政策学会
島根県立大学総合政策学会の F総合政策論叢』が、2001年より発刊さ
れることとなった。本学は、先行して設置されていた島根国際短期大学
の国際関係論の伝統を引き継ぎ、これをいっそう発展させ、経済学・経
営学・法律学・社会学 。政治学など社会科学の諸分野を中心に、実践的
英語、北東アジアの言語、最新の情報科学を配置 し、あわせて人文科
学 。自然科学の成果を総合的にとりいれようとしている大学である。国
際関係学を基礎としているところに本学の総合政策学の特徴がある。
そもそも総合政策学は、政策学のような形では40年以前に淵源を持つ
ものであるが、学問的体系として本格的に論じられるようになったのは
近々20年以内のことで、学問としてはいまだ未成熟の段階にある。現段
階においては、既成の諸科学の現代的発展を基盤に、より普通的共通項
をめざすものもあれば、当初から実践的問題意識を背景に、諸科学統合
を志向するものもある。共通する問題意識は、環境問題の深刻イし、市場
原理の成長転化、情報革命の光と影などの歴史的課題を契機とした、そ
れ以前の段階における諸科学専門化分断化の傾向に対するきびしい批判
である。
このような統合政策学未成熟の時代に発足した島根県立大学は、その
将来の展望を開いていくためにも、様々の分野の専門家を集めており、
基幹的社会科学とともに多様な境界領域の学問、文化諸科学も重視して
いる。したがって専門の幅は広く、この『総合政策論叢』にも多種多様
な専門論文を含んでいる。同時に、全体として、論文の質を高めるため、
編集委員会とは別に設置する査読委員会の査読を経ることにしている。
本学はこのようにして各人の研究業績の質を一歩一歩高め、もって広
義の総合政策学の新しい地平を開き、広 く学会の発展に貢献できること
を念願とするものである。
島根県立大学長
宇 野 重 昭
豊田有恒教授、増田祐司教授、吉塚徹教授への献辞
豊田有恒教授、増田祐司教授、吉塚徹教授は、2008年度末をもって
定年退職されることになった。お三方ともに2000年4月の本学開学と
ともに嘱望されて、いずれも教授として着任された。本学創設前後の
件を含め、まる九年の間、大学と地域に貢献してこられた。ご専門は
それぞれに異なっているが、第一期採用教員として、大学のあり方に
ついても、島根・石見をテーマとする課題についても、おおいに議論
をたたかわせ、またおおいに歓談する機会も多かったと伺っている。
第一期採用の教員のなかに、大学設立の際のいわば「大学の顔」と
なるような傑出した方々が含まれているが、今回、定年退職されるお
三方はまぎれもなくそうしたお方である。地域での新聞をはじめとす
るジャーナリズムヘの寄稿、島根県や浜田市をはじめとする委員会の
役職等、教育・研究活動はむろんのこと、講演会活動や地域活動によ
っておおいに本学の存在をアッピールされ、貢献ははかり知れない。
豊田有恒教授は、もともと私たちにとって、日常的にどこのまちの
本屋さんでも著作を手にすることができるような著名作家として、あ
るいはテレビの教養番組 。文化番組への出演また大手新聞社主催の教
養講座の講師として、つとに有名であった。学生にとって、日本文化。
地域文化・歴史文化についての講義が面白いだけでなく、御担当のな
かに「文章表現」もあり、一流の作家に平明な文章指導をうけること
ができ「ラッキー」と喜ぶものも多かった。いわみ地域への思い入れ
も強く、柿本人麻呂、雪舟といういわみの歴史的偉人と文化を生かし
たまちづくりが口ぐせで、浜田内外の地域の方々との親交をふかめ、
多くの友人をもってこられた。この F総合政策論叢』などの大学紀要
へ、地域の古代史についての専門論文の御寄稿をいただいただけでな
く、並行して「日本ペンクラブ」会員である作家としての活動も活発
で、著作も1～2年に一冊の早いペースでつづけられた。加えて、ス
ポーッでも大型バイクを最近においても乗りこなし、まさに「マルチ
人間」として活躍しておられる。
増田祐司教授は、もともと東京大学社会情報研究所教授として国内
外で活動されてきた研究者であり、社会情報学会、国際公共経済学会
をはじめとする大きな学会の理事をつとめてこられた。社会科学とし
ての情報経済学・情報社会学についての草分けであるだけでなく、理
論の応用範囲が広いこともあって、多分野にわたる学会のリーダー的
存在として知られている。アメリカ・クリーブランドでの研究活動に
加え、ブラッセルの欧州委員会の上級研究員の経験などから、欧米の
みならず中国。韓国での学会・調査活動についても多くの業績がある。
海外での調査活動も数百回にのぼると伺っている。たずさわった著作
は30冊以上、論文100本超という膨大な業績には圧倒される。いくつ
かの学会でしばしばディスカッサント (討議者として)、 また総括を
-1-
担当する役割をつとめられ、輻榛した議論を大きな論理的枠組みに整
理、まとめあげられる力量にしばしば目をみはるものがあった。日常
的には親 しみやす く温厚な方であり、文学、哲学、美術、音楽、文化
にも造詣が深 く、いつもメモ用紙を持ち歩き、散歩で歩いた野辺の花
や風景について絵図化 したり、特徴をメモするなど、旺盛な知的好奇
心を示されていた。隣接する世界こども美術館の常連客で、特設展が
あるとしばしば見にいかれていた。
着任 して最初は北東アジア地域研究センター長をつとめられ、次い
で副学長をつとめられた。その間宇野学長との共編著者として何冊か
の著作を手掛け、本学が北東アジア研究の牙城として全国に名をなさ
しめることにも貢献された。
吉塚徹教授は、島根大学法文学部教授から本学創設のために移られ、
行政学、地方自治、地域政策等の広い分野で活動された。もともと行
政の現場で陣頭指揮された経験を生かし、狭義の研究・教育のみなら
ず多様で難しい学務をひきうけてこられた。当初は北東アジア地域研
究センター主任研究員として紀要 F北東アジア研究』の編集も担当さ
れた。また開学当初は必ずしも重視されていなかったキャリア形成講
座をはじめとする系統的なシステムを、就職部長として構築された。
これが今日の就職状況の好成績を生む大きな背景となっているといえ
よう。また今年度は激務である総合政策学部長をつとめられた。
また、並行 して島根県や市町村の情報公開等のローカル・ガバナン
ス改革に関わる委員 (大半は座長)を数多くひきうけられ、いつも県
内を中心に出張され地域活性化に貢献されてこられた。宇野学長と共
同編著の『地域政策研究の新展開』は島根を含めた地域政策研究の重
要な業績である。
最後になるが、お三方の本学でのご功績に対し、島根県立大学では
名誉教授の称号を贈ってこれを顕彰されることになった。
さいわいに、今回いつたん退職されたあとも非常勤として本学の学
生・院生をご指導いただける旨をうかがっており、これからもしばし
ばお目にかかつて、お話しをうかがえるものと期待 している。
どうかますますご健勝で、大学へのご指導をひき続きお願い申し上
げますとともに、共にすごしたこの石見の地をさらにおひき立ていた
だきますようお願い申し上げます。
2009埜F3月
公立大学法人
島根県立大学経営委員
井 上 定 彦
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F総合政策論叢』第17号(21109年3月)
島根県立大学 総合政策学会
豊田有恒教授 略歴・主要論文目録
学  歴
1957年4月 慶應義塾大学医学部入学
1960年3月 同大退学
1960年4月 武蔵大学経済学部入学
1964年4月 武蔵大学経済学部卒業
職   歴
創世記のアニメ脚本家、アメリカSF翻訳家、作家などを経て、
2000年4月 島根県立大学総合政策学部教授 (現在に至る)
2009年4月 島根県立大学名誉教授 (予定)
学会及び社会における活動
日本ペンクラブ会員
日本文藝家協会会貝
日本推理作家協会会員
アジア史学会会員
日本SF作家クラブ会員 (1987～89年:会長)
大平正芳内閣「科学技術の史的展開」グループ政策諮問委員
電電公社民営化諮問委員
同INS部会委員
筑波科学博覧会政府展示館出展委員
SEAP(東南アジアプロモーション)センターアドバイザー
島根県立古代出雲歴史博物館建設準備委員
古代文化センター「出雲神話を記録する会J委員
財団法人日本原子力文化振興財団諮問委員    .
「東アジアの古代文化を考える会」(会長江上波夫、顧間金達寿、李進熙、上田正昭、谷川
健一、大林太良、他)事務局長
朝日カルチャーセンター講師、「古代史入門」「シヨート・ショート入門」「大衆文学講座」
などを担当
学会研究発表・講演等
「邪馬台国への道」日本学術会議公開講演会『北東アジアー海と地域』。
「古代出雲と朝鮮」島根県立大学公開講座。
「邪馬台国と古代出雲」田和山遺跡保存会。
「古代出雲と古代史」F舌J目!弥生文化の謎に迫る』シンポジウム (島根県、山陰中央新報
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社主催)。
「古代東北と畿内」奈良県・奈良新聞主催シンポジウム。
「朝日ゼミナール 古代史シンポジウム」司会。1989年より1994年にかけて、縄文時代、
弥生時代、古墳時代、奈良時代、江戸時代などをテーマに、毎年、朝日講堂にて開催。
のちに山川出版社にて刊行 (共著欄に別掲)。
「日韓共同学術プロジェクト野性号」。(朝日新聞、NHK、角川書店、後援)日本狽1「邪馬
台国への道 調査隊」隊長、岡崎敬九州大学名誉教授。韓国側「三韓海路踏査隊」隊長
金元龍ソウル大学名誉教授。釜山、対馬、壱岐、東松浦半島という航海に余加。
「日本経済の高度成長と国民性」東国大學日本学研究所 (所長金思痒教授)韓国語、日本
言吾。
「大黒屋光太夫について」イルクーツク大学日ロシンポジウム、英語。
「明日香村まるごと博物館フォーラム」読売新聞に掲載。中西進氏 (京都市立芸術大学長、
万葉学者)と対談。
「Japanese Subcultures?Beginning Of SR WIanga,&AniェneJ Thanks Giving Day言己念
講演。アメリカ国務省、日本語研修所。英語。
「出雲風土記と古代朝鮮」第三回神在月古代文化シンポジウム『出雲神話の謎 国譲りの
舞台としての出雲』、島根県古代文化センター主催。
他、講演、シンポジウムなど、多数。
受 賞 歴
第一回日本SFコンテス ト (早川書房、東宝映画共催)佳作第三席入賞 (ただし入選作は
なし)。
第二回日本SFコンテスト (同上)第三席入選。
業   績
主要著書 (単者 )
『倭王の末裔 小説・騎馬民族征服説』河出書房新社、1971年。
『SF作家 古代史を行く」PHP社、1983年。
『邪馬台国を見つけよう」講談社、1979年。
『天皇と日本人』文藝春秋社、1988年。
『日本人と韓国人 ここが大違い』ネスコ、文藝春秋社、1990年。
F騎馬民族の思想』徳間書店、1987年。
『英雄 。天武天皇 その前半生は忍者だつたJノンブック、祥伝社、1990年。
『雑学 古代史の謎 邪馬台国と建国神話』大陸文庫、大陸書房、1991年。
F珍説奇説 邪馬台国』ワニ文庫、KKベストセラーズ、1992年。
『聖徳太子の悲劇 なぜ、天皇になれなかったのか?』 ノンブック、祥伝社、1992年。
『崇峻天皇暗殺事件』講談社、1987年。
『古代史を彩った人々』講談社、1993年。
『大友皇子東下 り』講談社、1990年。
『長屋王横死事件』講談社、1992年。
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『歌垣の王女』講談社、1996年。
層神道と日本人 いいかげんな神々がつくった二千年の行動原理』ネスコ、文藝春秋社、
1993とF。
『聖徳太子はなぜ天皇になれなかったのか 古代王族・間の世界を推理する」PHPビジネ
スライブラリー、PHP研究所、1994年。
F知られざる古代史 神話の痕跡 1500年前の日本人は何を見せられたのか』青春新書プ
レイブックス、青春出版社、1997年。
『蘇える古代史 歴史は嘘をつく』青春新書プレイブックス、青春出版社、1997年。
『古代大発見 縄文・弥生遺跡の旅』勤文社、1999年。
『古代 “日本"はどう誕生したか 封E「されてきた古代史の謎』青春新書プレイブックス、
青春出版社、1999年。
『古代史の結論 歴史は三度、嘘をつく』青春新書プレイブックス、青春出版社、2001年。
『いま韓国人は何を考えているのか』青春新書インテリジェンス、青春出版社、2002年。
『北朝鮮とのケンカのしかた 「宣戦布告」なき対日戦争』祥伝社黄金文庫、祥伝社、
2003とF。
『歴史から消された邪馬台国の謎』青春新書インテリジェンス、青春出版社、2005年。
『韓国が危ないJ PHP新書、PHP研究所、2005年。
『どうする東アジア 聖徳太子に学ぶ外交』祥伝社新書、祥伝社、2007年。
など百冊以上。
主要者書 (共著)
『新しい朝鮮像をもとめて』大和書房、1992年、(朝鮮史学会長旗田魏氏と対談)。
『奈良時代の伊予』愛媛県文化振興財団、(大阪市立大学名誉教授直木孝次朗氏他とシンポ
ジウム)。
『藤原純友の乱』愛媛県文化振興財団、(特別講演とシンポジウム)。
『神の意志の′Ⅲ寸度に発す』朝日出版社、1985年、(東京大学名誉教授村上陽一郎氏と対談)。
『日本人生き残りの道 生存の戦略』創拓社、1978年、(食生態学者西丸震哉氏と対談)。
F飛鳥一王城の地』「歴史街道を行 く」PHP研究所 (童門冬二、森浩一、高坂正尭、米山
俊直、渡部昇一、石井威望、會田雄次など各氏と)。
F斑鳩の謎に迫る 藤ノ木古墳とその文化』山川出版社、1989年、(大塚初重、金達寿、大
林太良など各氏とシンポジウム)。
『倭国大乱と吉野ケ里』山川出版社、1990年、(大塚初重、小田富士雄、佐伯有清、佐原
員、高島忠平、山尾幸久など各氏とシンポジウム)。
『みちのく古代 蝦夷の世界』山川出版社、1991年、(大塚初重、岡田茂弘、工藤雅樹、佐
原員、新野直吉など各氏とシンポジウム)。
『悲劇の宰相 長屋王邸を掘る』山川出版社、1992年、(大塚初重、辰巳正明、長山久夫、
平野邦雄など各氏とシンポジウム)。
『人百八町の考古学』山川出版社、1994年、(大塚初重、古泉弘、坂詰秀―など各氏とシン
ポジウム)。
他多数。
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主要学術諭文
「ホロニック・パスヘの道 科学技術のパブリック・アクセプタンス」大平総理の政策諮
問委員会「科学技術の史的展開」グループ報告書 [21世紀の日本学 連帝の思想と新文
化』(石井威望、公文俊平、矢野暢、梅樟忠夫など諸氏と分担執筆。講談社刊)。
「魏志 F東夷伝』における原初の北東アジア諸民族に関する論孜」[北東アジア研究』第 1
号、2001年3月。
「北東アジアと古代しまね」F北東アジア研究』第3号、2002年3月。
「開かれた知の世界一アジア史学会と北東アジア研究一」『総合政策論叢』第5号、2003年
3月。
「北東アジア地域における核拡散―北朝鮮の『枠組み合意』違反によってもたらされた危
機について一」『総合政策論叢』第7号、2004年3月。
「島根の文化資源の卓越性に基づく地域振興戦略」『島根の未来を考える 島根地域政策の
課題と展望J島根県立大学地域政策研究グループ、2007年Htt。
「文化から考察した石見地方の先人に学ぶ智慧」宇野重昭・吉塚徹編 [地域政策研究の新
地平 島根地域の将来展望のために』公人社、2008年。
主 要 翻 訳
『天翔ける十字軍』[魔界の紋章』長編SF小説。いずれも原著ポール・アンダスン。早川
書房。他に短編小説数編あり。
翻訳された著作
「Ein Anderes Japan」短編集『SF aus Japan』(Wilhelm Goldmann Verlag)に収録。
「いまひとつの日本」(短編集『両面宿難』早川書房刊より)ドイツ語。
「理想夫人」江西人民出版社刊『理想夫人 Riben Weixing Xiaoshuoxuan(日本微型小
説選=日本シヨート・ショート集)』 にタイトルス トー リー他三編とともに収録。原題
「ベストワイフ」F自殺コンサルタント』角川書店刊に収録。 中国語。
「日本は語 る」図書出版国際 (『いい加減にしろ、韓国』祥伝社刊)韓国語。
「AnOther Prince of Wales」『Speculative Japan』(ジー ン・ヴァントロイヤー編 日本
SF小説アンソロジーに収録)(原題『プリンス オブ ウェールズ再び』角川書店刊
「タイムケンネル」に収録)英語。
「寧 辺 のツツジの花」恩津出版 (『凍土の核』講談社刊)韓国語。
書   評
八木壮司著 F古代からの提言』(角川書店)産経新聞。
松木武彦者 F日本の歴史 第一巻 列島創世記』(小学館)週刊ポスト。
塚本青史著 F刺客荊』(文藝春秋)産経新聞。
他多数。
主要なテレビ、ラジオ出演
遠くへ行きたい「神話の国出雲」日本テレビ。
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豊田有恒教授 略歴・主要論文目録
歴史法廷「清正虎退治の謎」NHK。
歴史誕生「義経騎馬軍団の謎」NHK。
歴史発見「聖徳太子、はばまれた即位 女帝推古天皇の策略」NHK。
古寺巡礼「四天王寺」NHK。
水曜スペシヤル「マヤ文明の謎」日本テレビ。
日曜スペシヤル「井戸茶碗の秘密」テレビ朝日。
地球浪浸「呂宋壺の謎」TBS。
古代幻視紀行「聖徳太子陵」NHK。
」apan This Week「ロボットの未来」NHK海外放送、英語。
「近くて遠い国」NHK海外放送ラジオ、韓国語。
「パワーワイド」、レギュラーコメンテーター (毎週金曜)テレビ朝日。
他多数。
対談した相手 (順不同、敬称略)
アーサー・C・クラーク (SF作家、文明史家)、 エイモリー・ロビンス (環境運動家、Fソ
フト・エネルギー・パス』著者)、 セルゲイ・パルノフ (ロシアSF作家協会会長)、 上
田正昭 (歴史家、古代出雲歴史博物館名誉館長)、 森浩― (考古学者、同志社大学名誉
教授)、 梅原猛 (歴史家、日本文化センター長)、 河合雅雄 (動物学者、兵庫県立人と自
然の博物館館長)、 森本敏 (国際政治学者、拓殖大学大学院教授)、 村上陽一郎 (科学史
家、東京大学名誉教授)、 鈴木孝夫 (慶応義塾大学言語文化研究所教授)、 中西進 (京都
市立芸術大学学長、文化功労者、万葉学者)、 鈴木直 (古生物学者、フタバスズキ竜の
発見者)、 金達寿 (作家、F日本の中の朝鮮文化』著者)、 李進熙 (考古学者、和光大学
名誉教授)、 江上波夫 (考古学者、東京大学名誉教授、オリエント博物館館長)、 呉善花
(日韓比較文化研究家)、 金思鮮 (東国大學名誉教授、同大日本学研究所長)。
他多数。
その他
「江上波夫教授追悼文J産経新聞。
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